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～アール・ヌーヴォーとは何か～

■1890年代～1910年代にフランスを中心に流行した「新しい芸術」

■『芸術の日本』を刊行した美術商ビングの店

「アール・ヌーヴォー」に由来。

■古代、中世、イスラーム世界、日本をはじめとするアジアなど、

世界のさまざまな地域・時代の様式からの影響を受ける。

■絵画や建築、工芸など多くの分野で芸術家が活躍。

■植物や昆虫など自然をモティーフにした装飾性豊かな造形が特徴。



～アール・ヌーヴォーのガラス～

■フランス東部のナンシーを拠点に
ガレとドーム兄弟のほか数多くの
ガラス作家が活動。

■自然の造形を追い求め信念や思想を
作品に込めたエミール・ガレ。

■繊細な写実主義と親しみやすさを
追求したドーム兄弟。

■古代から受け継がれてきた
ガラス工芸の到達点。



みどころ（１）

開館以来、
はじめて開催する
ヨーロッパ工芸の
特別展！



みどころ（２）

世界有数のコレクションを誇る
北澤美術館の名品が集結！



みどころ（３）

ガラスの美を生み出した高度な装飾技法の数々を徹底紹介！



=展示構成=

プロローグ ガラス工芸の歴史

１. ガレのガラス

２. ドームのガラス



プロローグ ガラス工芸の歴史



世界最古のガラス容器生産
きゃくはい

コアガラス脚杯
エジプト 紀元前14世紀

MIHO MUSEUM

Pro-1.ガラスと文明－コアガラス



新技術で低価格化を実現

ローマンガラス
東地中海地方 1世紀～6世紀

九州国立博物館

Pro-2.ローマンガラス－吹きガラス



日用品から医療道具まで
きゅうかくき

吸角器
アッバース朝 10世紀 九州国立博物館

Pro-3. イスラームのガラス

イスラームにも伝わった地中海世界伝統の文様
もんとってつきびん

ロゼット文把手付瓶
初期イスラーム時代 6－8世紀 九州国立博物館



（参考）イスラームのモスク・ランプ ※本展出陳なし

エジプト 1324-25年 出典：The Met Collection

イスラームガラスの技法を再現
さいそうかもんしょうき

エナメル彩草花文小器
フランス 19世紀 東京国立博物館



Pro-4. 近代ヨーロッパのガラス産業

さんすいしかもんきゃくはい

山水鹿文脚杯
オーストリア 19世紀 東京国立博物館

そうかもんきゃくはい

草花文脚杯
フランス 19世紀 東京国立博物館

きゃくはい

カットガラス脚杯
イギリス 19世紀 東京国立博物館



紀州徳川家旧蔵
かさいばち

カットガラス加彩鉢
ボヘミア 19世紀

東京国立博物館

紀州徳川家旧蔵
きんさいふたつきばち ひらざら

カットガラス金彩蓋付鉢・平皿
イギリス 19世紀

東京国立博物館



九州・薩摩の地で花開いたカットガラス
さつまきりこ べにいろきせんつきびん はい

薩摩切子 紅色被栓付瓶・杯
江戸時代 19世紀

九州国立博物館

伝統的な器形に刻まれるヨーロッパ由来の幾何学の美
さつまきりこ べにいろきせさんだんじゅう

薩摩切子 紅色被三段重
江戸時代 19世紀

九州国立博物館



北澤美術館

1983年に長野県諏訪市の諏訪湖畔に
開館した美術館。約1000点ものガラス
作品を所蔵し、質量ともに世界有数の
ガラスコレクションを誇る。
特に、ガレとドーム兄弟の初期から晩年

までの各年代の代表作が揃っており、
世界的評価が高い。



1.ガレのガラス



エミール・ガレ
（1846－1904）



1‐1.初期様式

偉大なる美の先達に学ぶ
じんぶつもんしゅくはい

ジャック・カロ人物文祝杯
1867-1876年
北澤美術館

（参考）ジャック・カロの連作銅版画
『小さな道化師たち』より
「二本の剣を構える決闘者」

※本展出陳なし

17世紀 https://collection.nmwa.go.jp/



1-2. ジャポニスム

月明かりの下で
きく もんげっこうしょくばち

菊にカマキリ文月光色鉢
1884-1889年
北澤美術館



ガラスで古伊万里を
いまりふうふちかざりふたもの

伊万里風縁飾蓋物 1884-1889年

北澤美術館

いろえきくまるもんにわとりちゅうゆうがいおおばち

色絵菊丸文鶏鈕有蓋大鉢
江戸時代・18世紀前半
九州国立博物館



1900年パリ万国博覧会出品作
しだもんいまりふうふちかざりざら

羊歯文伊万里風縁飾皿 1900年

北澤美術館

いろえきくばしょうずりんかおおざら

色絵菊芭蕉図輪花大皿
江戸時代・18世紀前半
九州国立博物館



1-3. 1889年パリ万国博覧会とガレ様式の確立

1889年パリ万国博覧会出品モデル
とんぼもんつるくびへんこ

蜻蛉文鶴頸扁壺 1889年

北澤美術館



シーボルトが持ち帰った日本の花
あじさいもんばち

紫陽花文鉢 1895-1903年

北澤美術館



1-4. 栄光の頂点へ、1900年パリ万国博覧会

超絶技巧のマルケットリー
すいせんもんかびん

水仙文花瓶
1902年 北澤美術館

故郷ロレーヌ地方への想い
ばらもんかびん

フランスの薔薇文花瓶（ロサ・ガリカ）
1902年 北澤美術館



1900年パリ万国博覧会出品モデル
らんもんはっかくへんこ

蘭文八角扁壺（カトレア） 1900年頃 北澤美術館

（表） （裏）



1-5. 晩年 1901－1904

海洋への関心
うおもんこうきゃくはい

魚文高脚杯
1895－1904年 北澤美術館



無脊椎動物すらデザインに
うおもんこうきゃくはい

クニダリア文花瓶 1900－1904年

北澤美術館

（参考）エルンスト・ヘッケルの
『自然の芸術形態』より

表紙および 「イソギンチャク類」
1899－1904年



1-6. 産業芸術家ガレと没後の作品

同じ器に異なる花
あさがおもんつるくびかびん

朝顔文鶴頸花瓶
1898－1904年 北澤美術館

きくもんつるくびかびん

菊文鶴頸花瓶
1896－1897年 北澤美術館

ガレ没後の工房作品
ぞうもんかびん

象文花瓶
1927－36年 北澤美術館



2.ドームのガラス



ドーム兄弟

（弟）アントナン（1864－1930）（兄）オーギュスト（1853－1909）



2-1. 初期作品

救国の英雄とその象徴
へんこ

扁壺《ロレーヌ公ルネⅡ世》
1895年 北澤美術館

じゅうじもんびん

ロレーヌ十字文瓶
1897年頃 北澤美術館



2-2. 1900年パリ万国博覧会

ドーム家旧蔵品
もんかびん

アネモネ文花瓶 1900年 北澤美術館

1900年パリ万国博覧会出品モデル
やぐるまぎくもんみみつきかびん

矢車菊文耳付花瓶 1899年 北澤美術館



2-3. 黄金時代 1901－1914 

無数の色が混じり合う
ひょうたんがたかびん

瓢箪形花瓶 1910年頃 北澤美術館

細かく刻んだ花弁や葉の脈理に注目
「クロッカス」 1900-1912年 北澤美術館



1913年ヘント万国博覧会出品作、ドーム家旧蔵品
かびん くもにいらくさ

花瓶《蜘蛛に刺草》 1910年頃 北澤美術館

「我は蜘蛛を愛す、そして刺草を愛す。
なぜなら彼らは嫌われ者だから。
そして誰も彼らを許そうとはしないし、
わずかな願いでさえも裏切られ、
むごい仕打ちを受けるからだ。」

ヴィクトル・ユゴー『静観詩集』より



2-4. 産業芸術家－四季のテーマ、同一装飾のシリーズ

若葉の季節に飛ぶトンボ
とんぼもんつるくびかびん

蜻蛉文鶴頸花瓶
1904年頃 北澤美術館

秋の風物詩
もんかびん

きのこ文花瓶
1907年頃 北澤美術館

冬枯れの林
せっけいもんみみつきかびん

雪景文耳付花瓶
1902年頃 北澤美術館



ガラスの先に広がる初夏の花園
ぞうもんかびん

花畠文《プレリアル》シリーズより
1900年 北澤美術館



2-5. 産業芸術家－同形で異なる装飾、ミニチュア作品

もんしょうかびん

シクラメン文小花瓶
1901年頃 北澤美術館

やぐるまぎくもんしょうかびん

矢車菊文小花瓶
1901年頃 北澤美術館

もんしょうかびん

バラ文小花瓶
1903年頃 北澤美術館

もんしょうかびん

アイリス文小花瓶
1910年頃 北澤美術館



高さわずか5㎝！
そうかもんしょうはい

草花文小杯
1894-1903年 北澤美術館



たなごころにおさまる愛らしさ
しょうみずさし はい

シクラメン小水差と杯
1901年 北澤美術館



特別展
アール・ヌーヴォーのガラス
ーガレとドームの自然賛歌ー

会期：４月１８日（火）～６月１１日（日）

出品総件数：１３３件

＝内訳＝
・北澤美術館…101件
・MIHO MUSEUM…6件
・東京国立博物館…16件
・九州国立博物館…10件

全作品
写真撮影
OK！



関連イベント（講演会関係）

１ 記念講演会「北澤美術館のガラスコレクション」（仮）

講師：池田 まゆみ （いけだ まゆみ）氏（北澤美術館 主席学芸員）

日時：５月１３日（土）１４：００～１５：３０

２ 当館研究員によるリレー講座

講師：望月 規史・室井 真人・伊藤 信二
日時：５月２０日（土） １４：００～１５：３０

３ エミール・ガレ関連イベント（計画中）※5月4日はガレの誕生日！

・会場はいずれも当館１階ミュージアムホール

・定員２７０名

・聴講無料
（但し本展観覧券またはQRチケット画面の提示が必要）


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9: プロローグ　ガラス工芸の歴史
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16
	スライド 17
	スライド 18
	スライド 19
	スライド 20
	スライド 21
	スライド 22
	スライド 23
	スライド 24
	スライド 25
	スライド 26
	スライド 27
	スライド 28
	スライド 29
	スライド 30
	スライド 31
	スライド 32
	スライド 33
	スライド 34
	スライド 35
	スライド 36
	スライド 37
	スライド 38
	スライド 39
	スライド 40
	スライド 41
	スライド 42
	スライド 43

